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遠隔授業：テレビ会議利用の第一歩

(Essai de visio-conférence avec l’Université de Grenoble)
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　Notre atelier vise à étudier la visio-conférence, comme nouveau moyen technologique dans la pédagogie des langues étrangères. A travers nos différents essais (en particulier ceux avec l’université de Grenoble III), nous avons tenté de voir en quoi cette technologie pourrait nous permettre dans l’avenir proche d’établir une méthodologie fructueuse. Ce moyen nous a paru très prometteur surtout pour aider les étudiants à acquérir non seulement des connaissances linguistiques mais aussi une vraie compétence de communication. 
Ⅰ. はじめに（古石）

　外国語教育とテクノロジーは昔から切っても切れない関係にある。テープレコーダーの発明とオーディオリンガル・メソッドやＬＬ教室の出現、書き言葉から話し言葉へのシフト、そして今、コンピュータやインターネットが外国語教育のあり方を大きく変えようとしている。この新しいテクノロジーは大学のあり方自体をも根本から問い直す潜在的パワーをもっている。
　我々のキャンパスではこの新しいテクノロジーを利用して、Ｗｅｂ教材の開発に取り組んできたが、最近の小規模遠隔会議システムの機能アップに刺激され、1年ほど前からテレビ会議利用の授業をめざして実験を繰り返している。インターネット利用の遠隔授業には、講義配信型、チューター型、共同ゼミ型、個人接続型、多地点接続型などさまざまな形態が考えられうるが、言語習得をめざす外国語教育には講義配信型とは異なり、双方向性を最大限に生かした独自の方法論が必要であると考える。

　当日のアトリエでは、次の２つの実験を通じて我々が得た知見をもとに参加者と議論し、大きな可能性を秘めてはいるが、まだ未知の部分も多いこの新しい外国語教育の方法論について意見交換をした。以下、Ⅱ.では主に第1次実験と技術的側面、Ⅲ.では第2次実験と遠隔授業の意義について報告する。

－第1次実験　「ポリコム接続実験」：　2003年2月～3月
　小規模遠隔会議システム（ポリコム）1台持参で2名（教員1名とTA1名）をフランスに　

　派遣し、４つの機関との間で接続実験を行った。

－第2次実験　「交流型実験授業」：　2003年11月～2004年2月
　グルノーブル第３大学日本語科で日本語を学んでいる学生とＳＦＣでフランス語を学

　んでいる学生との間で、3回完結型のテレビ会議を行った。

II. ポリコム接続実験、および実験授業における技術的工夫について（倉舘）

フランスを交流相手として遠隔授業を考えたとき、大きな障害と思えたのは、ひとつには8 / 7時間の時差であり、また現地の情報インフラの整備が遅れているらしい、という曖昧な印象の2点であった。そこで時差ばかりは致し方ないが、曖昧ならば実地に調査をしようと2003年春に現地に赴き、教員としての観点から遠隔授業の可能性を探った。訪問した教育機関はパリのEABJM, HEC, INALCO, ブザンソンのCLAの4校である。結論として、日本とフランスの違いは、一般家庭からの広帯域接続契約の価格差とその普及率ぐらいであり、私立高校、グランゼコール、INALCOのあるパリ第9大学 (ドーフィン) 、CLAのあるフランシュ=コンテ大学など、日本の対応する教育機関とまったく違いはなかった。学生のPC所有率は日本より低いようだったが、この訪問で後者の間違った「曖昧な印象」は払拭することができた。

フランスにはPOLYCOM社の小規模遠隔会議システムであるViewStation FX, ViaVideo (http://www.polycom.com), またMicrosoft社のNetmeetingの接続を行うためラップトップPCとWebカメラを持参し、それぞれ接続実験を行った。これらはいずれもH.323と呼ばれるプロトコルを使用するので互換性がある。各校で様々な組み合わせの接続をSFCとの間で試みたが、概ね運用に問題ない接続品質を得ることできた。唯一問題のあったEABJMでは、グローバルIP1本の接続契約のみで、ルータを介して40台程度の端末でこの接続を共有して利用していた。ネットワークからインターネットに出る際、境界ルータにNAPTと呼ばれるアドレス変換機能があり、この変換を静的に行う機能のない機材を使用している場合、一方の音声情報のみが伝えられる状態となってしまうが、まさにその問題が確認できた。帯域幅は128k / 256k / 514kbpsの接続を行ったが、128kbpsでもカメラを揺らすなどしない限り、十分な品質を確保できた。ネットワーク内部の端末利用負荷によるサーバの冗長性などが影響するかとも思われたが、100Mbpsから10Mbpsに帯域を変更しても問題なく、さらに経路情報を確認したところ、むしろアメリカ-日本間のバックボーンの品質に依存することが分かった。またこの種の接続を行う際、ネットワーク管理者の立ち会いが極めて重要であることも再確認した。

次に、グルノーブル第3大学との間で行った実験授業に際しての技術的工夫についてまとめておきたい。予備接続実験は2度行った。先方にはISDN回線用とIP接続用のPOLYCOMの準備があったが、今回は後者のみを利用し、バックアップにNetmeetingを用意した。グローバルIPを3本使用し、ViewStation, Netmeeting, 連絡用端末から接続した。ViewStation, Netmeetingはそれぞれプロジェクタで投影し、後者ではアプリケーションの共有機能を利用してPowerpointのプレゼンテーションを行った。
また遠隔授業を行う際、学生の事前準備が大きなファクターになるという観点から、この実験授業のホームページを提案し、Web上に交流と情報共有の場を提供した(http://essp.sfc.keio.ac.jp)。これは各種連絡と各回のログ、プレゼンテーション ファイルへのリンク、またForumと呼ばれる各グループの作業用BBSなどから構成されている。BBSへの学生の書き込みは教育研究用コーパスとして期待されており、今回は特にこのマルチリンガル化に腐心した。CGIスクリプトの記述で、UTF-8をベース エンコードに採用し、アクセント文字と日本語をHTMLのソースキーワードに依存することなく、OSのキーボード設定により入力が可能となった。つまり各国語OSでも日本語配列にするキーボード設定を行い、フォントを準備すれば問題なく書き込みが行える。もちろん日本語OSの利用者は、キーボード設定をフランス語配列にするだけである。またメーリングリストを作成し、連絡の一元化と簡便化を行った。

今回は二極間接続を行ったが、今後は多地点接続の利用も視野に入れたいと考えている。なお、この実験授業の模様はQuickTimeで閲覧が可能である。上記ページへのアクセスには認証が必要であるが、希望があれば連絡されたい。 (kr@sfc.keio.ac.jp)

Ⅲ.実験授業について（國枝）

　ここではグルノーブル第3大学日本語学科と行った実験授業の内容と、その実験から得られた遠隔授業運営のためのポイント、および期待される効果について述べる。グルノーブル大学は04年春よりＳＦＣの研修旅行先のひとつとなったが、我々が遠隔授業の計画を進めているという話をしたところ、日本語学科の教員も遠隔授業に興味を持っていることがわかり、さらに熱意を持って今回の実験の実現に奔走していただいた。また技術サポートの専門職員も全面的にバックアップしてくださったので、第一次接続実験を行った研究機関よりも早く実験授業を実現できることとなった。

　まず今回の実験授業は「中・上級レベルの学生」が「交流型授業」に参加した場合の、遠隔授業の意義の考察、フランス語を学ぶ日本人学生と日本語を学ぶフランス人学生が交流する場合の言語使用のパターンの考察を目的とした。

 授業の回数は全3回、1回目と2回目の間にはＨＰ上のフォーラムを通じてプレゼンテーションの準備を行った。参加学生は双方5人。そしてその他に、在仏経験のある日本人学生が司会を担当した。

学生が行った主なアクティビティは次の4つである。

1. オーラル・プレゼンテーション（以下プレゼンと略）…スピーチ

2. 意見交換…相手の意見に対する質問、コメント

3. 合意形成の訓練…テーマの選択、パートナーの決定

4. プレゼンテーションの資料準備

以下この４つのアクティビティが、一連の実験授業のおいてどのように行われたか具体的に見ていきたい。

日学＝日本人学生　仏学＝フランス人学生　仏＝仏語　日＝日本語
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日学：仏　　仏学：日

コメントは自由


　

この実験授業を振り返って、次のような観察ができた。

（1） 使用言語：今回は中・上級レベルの学生であったが、それでもその場で意見をまとめ、発言するのはなかなか難しい。今回はあらかじめ「いつ・どの言語で話すのか」、そして3回目のコメントを除いては話す順番もを決めておいた。それによって学生は外国語で発表する場合でも前もって準備でき、発表時には心の余裕も生まれた。プレゼンなどあらかじめ課題を出す場合には、使用言語もあらかじめ決めておき、自由なコメントにするならば、言語も自由にしておくと、学生の負担は少なく、また円滑な進行も期待できる。

（2） 司会者の必要性：支障のない進行のために欠かせないのが司会者である。遠隔ではたとえ画面上に相手がいたとしても、ちょっとした沈黙や、グループ内だけのおしゃべりは、すぐに気詰まりな雰囲気をもたらしてしまう。そうした時に、舵をとって、流れを作っていくのが司会者である。会議の円滑な進行のためには、司会者の誘導が欠かせない。またその作業はたえず全体を見ながら発言を促したりするため、参加者から独立して司会者を定めるのが望ましい。

（3） テーマの設定：議論の発展のためにはテーマの設定はきわめて重要である。3回目のテーマは「大学のあるべき姿」であったが、学生にとって身近なテーマだと、準備もしやすい。また「文化」などじっくり腰をすえて取り掛かるテーマであれば、事前の下調べが重要になってくるし、またそうした下ごしらえがあれば、その後にテーマを掘り下げることも可能となる。学生にどのような学習を期待するのかによって、テーマの選択を多岐に渡るであろう。

　

最後に遠隔授業の意義はどこに認められたのだろうか。今回は3度の実験を行っただけであり、推測の域を出ないが、学生のアクティビティに注目すると、単に「話す」だけではないコミュニケーション能力が必要とされたように思う。それは、意見交換や合意形成（テーマの選択、ペアの決定）を通して、他人を理解し、コメントし、その上で自分の意見を主張するという交渉能力の形成である。単に「外国語を話す」のではなく、こうした交流型の授業においては、母語と外国語を駆使して、他人と協調しつつ、議論を積み上げていく能力が要求されるのである。今後はこの仮説にたち、学習効果を科学的に測定することを模索していくとともに、教室という閉じた空間にとどまらない外国語学習の可能性を提案していくべきだと考える。

Ⅳ. おわりに～今後の課題（古石）

　遠隔授業の登場で外国語教育はテクノロジーの究極の形に行き着いたのかもしれない。なぜならそこではリアルタイムで「ほんもの」のコミュニケーションが可能となるからである。しかしそれが授業の一環として利用されるとき、やはり「いかにして」の部分が我々教員に大きな課題としてのしかかってくる。ダイアの原石はただそこにあっても、磨かなければ光を放たないのである。とりあえず現段階で取り組むべき課題を、次のように3つの分野に分けて挙げてみた。どれ1つをとっても既成の答えのないものばかりである。多くのチャレンジ精神溢れる教育者の知識の集約と共有が待たれる所以である。

1． ペダゴジー：　レベルによる有意義な授業形態の模索、アクティビティ（教室内活動）の模索、授業全体への位置づけ、教員の役割の変化、評価、遠隔でやることの意義の模索、習得効果の測定

2． インフラ整備：　ハード面の整備（授業用、個人用）、技術サポート

3． 制度的枠組み：　カリキュラム導入と相手方との交渉
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